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学校教育目標
「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、

未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」

木枯らしが吹き、学校の木々も冬支度を始める季節となりました。保護者・地域の皆様におかれましては、日頃より

本校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
今年度もっとも長い２学期が、無事に終わろうとしています。酷暑の残る中でのスタートでしたが、子どもたちは日々の
授業や多くの行事を通して、心身ともに大きく成長しました。
秋空の下で開催した「体育祭」。勝利を目指してひたむきに走る姿、仲間を信じてバトンをつなぐ姿、そして学年を超え
て声を枯らして応援する姿に、学校全体の一体感を感じました。勝敗を超えたところに生まれる「絆」の尊さを、子ども
たちは肌で感じてくれたことと思います。
そして今学期は、「過去と未来」をつなぐ学びが深まった学期でもありました。
ふるさとを知り、愛する心を育む総合的な学習の時間「丹後学」では、地域の歴史や文化、豊かな自然環境について
探究活動を進めながら体験的に学びました。丹後地域の豊かさに触れることで、子どもたちの心の中に「丹後」というア
イデンティティがより深く根付き始めたように感じます。学びの成果を披露した「学習発表会」では、それぞれの創意工
夫と表現力が光りました。緊張しながらも堂々と発表する姿からは、１学期からの確かな歩みと自信が伝わってきました。
一方で、未来社会への扉を開く、１・２年生「大阪・関西万博」への参加では、子どもたちの視野を大きく広げる機会と
なりました。最先端の技術や世界の多様な価値観に触れることは、自分たちの生きる未来を想像し、夢を描く大きな
きっかけとなったはずです。
また、丹後中に来ていただいた「オーストラリア留学生との交流」も、子どもたちにとって心に残る体験となりました。言
葉や文化の違いを越えて、笑顔でコミュニケーションを図ろうとする姿には、頼もしさを感じました。直接的な交流を通し
て得た「世界はつながっている」という実感は、何物にも代えがたい財産です。
さらに、日々の学習においては、学習用端末「クロムブック」への切替・活用も進みました。調べ学習や発表資料の作
成など、子どもたちは新しい「文房具」として柔軟に使いこなしています。デジタル技術を適切に活用する力は、これから
の社会を生きる上で欠かせないものです。万博参加と合わせ、未来を切り拓く資質・能力が着実に育まれていると感じ
ます。
「丹後」という足元をしっかりと見つめながら、ＩＣＴや万博を通じて「世界・未来」へと視野を広げる。この「ローカル」と
「グローバル」、そして「アナログ」と「デジタル」を融合させた学びこそが、これからの時代を生き抜く子どもたちにとって大
切な糧となると確信しています。
明日からは冬休みに入ります。年末年始、ご家族や地域での時間を大切にし、心新たに新年を迎えられますようお
祈り申し上げます。
２学期の間、子どもたちを支えてくださった全ての皆様に、重ねて御礼申し上げます。ありがとうございました。

校長 藤原 英一

２学期を終えるにあたり

今よりもっと良い丹後中にしていこうと、生徒会本部を中心に自治活動を進めました。
全校生徒を対象にアンケートを実施し、学校生活の中で感じていることや改善したい点
について意見を集めました。集まった声をもとに課題を分析し、生徒自身の手で学校を
より良くするための取組を考え、実行しました。

その一つが「ノーチャイムウィーク」です。チャイムに頼らず、時間を意識して行動する力
を身に付けること、そして仲間同士が声を掛け合うことで、クラスの一体感を高めるこ
とを目的として行いました。時間を気にかけ合う姿や、互いに支え合う様子が見られ、
生徒一人一人の意識の高まりを感じる取組となりました。
次に行ったのが、クリスマスにちなんだ取組です。校舎の廊下や階段をクリスマス風に

飾り付けし、そこに２学期の思い出や３学期の目標など、全校生徒１人１人が書いたメッ
セージを掲示しました。校内が温かい雰囲気に包まれ、生徒の思いがあふれる空間とな
りました。また、生徒会本部によるあいさつ運動も行いました。
今後も自治活動を通して、丹後中学校がさらに魅力ある学校となるよう進めていきます。

自治活動で今よりもっと良い丹後中に ～生徒会の取組～



12月５日（金）令和７年度丹後中学校学習発表会を開催しました。総合的な学習の時間に丹後地域について
探究活動を通して学習してきた成果を、各学年の代表者・代表グループが発表しました。
1年生は「地域学習 ～地域の魅力を再発見～」というテーマで、丹後町に関する様々なことについて調べ、ク
イズや劇を交えながら発表しました。また、丹後に対する思いを歌詞にして、曲をつけ、全員で合唱しました。
2年生は、食のみやこ丹後王国様と連携させていただき、「丹後王国食のみやこを含む、丹後地域の～食～と
～観光～を通じた、持続的な地方創生へのチャレンジ提案」というテーマで、どうやって丹後王国や丹後地方に

たくさんの人に来てもらうかの案を出し、検証してきた成果を発表しました。
3年生は「人が集まる魅力あふれる京丹後市を目指して」というテーマで個人探究を行いました。自分がどん
な人生を歩んでいくのか、丹後地域のために自分に何ができるかなど、丹後地域と自分を照らし合わせながら
それぞれの思いを発表しました。
また、各学年の代表者による作文の発表を行いました。1年生は社会を明るくする運動作文、2年生は人権作
文、3年生は読書感想文で、テーマに応じて自己を見つめ、感じたことや考えたことなどを文章にし、堂々と発

表しました。
当日参観いただきました保護者・地域の皆さまありがとうございました。

探究的な学びの成果を発表 ～丹後中学校学習発表会～

今年度、第２回目のいじめアンケートを実施し

ました。楽しく学校生活を送っていると回答し

た生徒がほとんどでしたが、「嫌な思いをした

ことがある」の回答が２件ありました。生徒に

じっくり話を聴いて、不安の解消に向けて支援

させていただいております。引き続き、全校生

徒が楽しい学校生活が送れますよう日々の関

わりを大切に指導を続けてまいります。ご家庭

で、お子様の些細な変化や気になることなどご

ざいましたら、学校までお知らせいただきます

ようよろしくお願いいたします。

いじめ調査の結果より

＜第４１回京丹後市はしうど杯卓球選手権大会＞

男子個人の部 第3位 和田 龍汰（2年）

＜令和7年度 中学生税についての作文＞

大阪国税局長賞 二村 かな（3年）

※ 二村さんは納税表彰式（11月10日 KISSUIENに

おいて税の作文を発表しました。

＜第７５回「社会を明るくする運動」作文コンテスト＞

優秀賞 平井 蒼典（1年）

＜令和7年度京丹後市美術巡回展＞

奨励賞 稲本 咲葵（1年） 木村 心音（1年） 田中 夏芽（2年） 小林 香穂（2年）

下戸 一颯（3年） 宇野りんか（3年） 山本 鈴（3年） 二村 かな（3年）

大会等の結果・表彰の報告

行事予定

～令和７年の締めくくりにあたり～
本年も本校の教育活動に対しまして、ご理解・
ご協力を賜り、誠にありがとうございました。皆
様にとって令和８年がよい年となりますようお祈
り申し上げます。


